























































































































































































































































９） 世界銀行「公的信用保証制度に対する原則 (2015)」(Principle for Public Credit Guarantee













庁出身者である（赤松 [2006] p. 35）。
参考表 信用保証協会会長の天下りの状況
（平成１８年７月１日）
元の役職 人 数 比 率
県 副 知 事 ７ １３．４６
県 出 納 長 １６ ３０．７７
県商工部長 ５ ９．６２
県他の部長 １５ ２８．８５
市 助 役 １ １．９２
市 収 入 役 ２ ３．８５
市商工部長 １ １．９２
市他の部長 １ １．９２
銀 行 役 員 ２ ４．４４
商工会役員 １ １．９２
不 明 １ １．９２









































（出典） IMF（国際通貨基金）の World Economic OutlookDatabases, SBA〈米国中小企業庁）HP, BIS（ビジ
ネス・イノベーション・技能省）“Industrial Development Act 1982 Annual Report”, AECM（欧州保証
機関連盟）HP 参照，２０１４年度（アメリカは２０１５年度）突績
GBR MEX DNK CAN AUT TUR SVK NLD BEL CZE OECD USA RUS ISR EST FIN FRA ITA ESP HUN KOR 日本 GRC
政府の中小企業への信用保証は高水準
信用保証のストック，対 GDP 比，２０１５年





















出典：Financing SMEs and Entrepreneurs 2017: An OECD Scorecard (forthcoming).
市場の力を強化する信用保証制度の改革を実施するとともに，中小企業
向けの融資に対する公的な保証の減少傾向を維持すべき。






























































































平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度
４，４３０ ６，２８７ １，９２６ ４，５２７ １，０２６ ３，７１３ ９５６ ９９９ ２，５８５
当初予算 ２２５ ２２１ ３０１ ３３２ ４３４ ４３４ ４３４ ４１９ ３７８
予備費 － － － － － － － － －
１次補正 － ６，０６６ １，６２５ ４，１９５ ５９２ ３，２７９ ５２２ ５８０ ２，２０７
２次補正 ４，２０５ － － － － － － － －
３次補正 － － － － － － － － －
４次補正 － － － － － － － － －
平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
８，３４５ ２１，５９８ ６，３６３ １１，７７５ ２，５１７ １，１３０ １，２７５ ６９１ ９５５
当初予算 ４５４ ５７９ ６９８ ８５２ １，０６６ ６７８ ６７８ ６８１ ６４６
予備費 － － ３３０ － ９５１ － － － ９２
１次補正 ４，０００ １１，２３６ ５，３３５ ３，２０９ ５００ ４５２ ５９７ １０ －
２次補正 ３，８９１ ９，７８３ － － － － － － ２１７
３次補正 － － － ３，７０３ － － － － －
























































































































































































































































































































































































































































７％ ５％９％ ７％２３％ ４％８％ １９％４％ ５％６％







































































































































































































セーフティネットの種類 利用実績 保険収支 適用例
１号 連鎖倒産 ２，４３９件（５０２億円） ▲６３億円
・エルピーダメモリの会社更生手続開始
(H24)































































































































































































































































































































































































１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

































































































































期首残高区分 １区分 ２区分 ３区分 ４区分 ５区分 ６区分 ７区分 ８区分 ９区分 不明分 合計
１，２５０万以下 ４．９％ ２．９％ １．７％ １．１％ ０．７％ ０．５％ ０．４％ ０．３％ ０．２％ １．４％ １．１％
２，０００万以下 ９．４％ ４．９％ ３．１％ ２．１％ １．０％ ０．６％ ０．４％ ０．３％ ０．１％ ２．６％ １．７％
３，０００万以下 ９．８％ ５．３％ ３．０％ １．９％ １．０％ ０．５％ ０．４％ ０．２％ ０．１％ ２．２％ １．７％
５，０００万以下 １０．８％ ５．７％ ３．４％ ２．０％ ０．９％ ０．５％ ０．３％ ０．２％ ０．１％ ２．６％ １．９％
８，０００万以下 １２．５％ ５．８％ ３．７％ １．７％ ０．８％ ０．３％ ０．２％ ０．３％ ０．１％ ３．５％ ２．０％
１億以下 １２．３％ ５．４％ ２．７％ １．７％ ０．９％ ０．５％ ０．１％ ０．４％ ０．２％ ２．０％ ２．０％










０～５人 ６～１０人 １１～２０人 ２１～５０人 ５１～１００人 １００人超
?
?
３年以下 １．２％ ０．７％ ０．８％ １．１％ １．７％ ０．０％
５年以下 ２．５％ ２．１％ １．８％ １．５％ ０．８％ １．９％
１０年以下 ２．１％ １．８％ １．７％ １．６％ ０．９％ １．１％
２０年以下 １．９％ １．６％ １．６％ １．４％ １．３％ ０．６％
５０年以下 １．４％ １．１％ １．０％ ０．９％ ０．７％ ０．６％











企業を，High Risk 先，Middle Risk 先，Low Risk 先に分けると，今後 Low
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